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「削減貢献量」の定着でGX製品市場を創出へ 

◆製品のライフサイクル全体での排出削減を「削減貢献量」として付加価値に  

経産省「産業競争力強化及び排出削減の実現に向けた需要創出に資する GX製品

市場に関する研究会」は 2024年3月、中間整理を発表した。企業の脱炭素投資に

よって生み出された製品単位のGHG排出削減量を「製品のGX価値」、GX価値を有す

る製品を「GX製品」と定義した。GX価値を評価する指標として、製品のライフサ

イクル全体を通じて削減された排出量である「削減貢献量」が示された。 GX製品

のGX価値が「削減貢献量」で評価されると、需要サイドが低炭素製品を選択して

適切な対価を支払うことにつながり、 GX製品市場が創出される。 

世界では削減貢献量の算定に関して、23年3月にwbcsd（持続可能な開発のため

の経済人会議）が削減貢献量ガイドを発行、 24年には IEC 63372（電気電子の製

品等に関する削減貢献量算定の国際規格）の発行が予定されている。 

 

◆日本が官民協力のもと、世界で削減貢献量の定着に向け、動き出した  

経産省のGX製品市場創出の流れを受け、6月にはLCA日本フォーラムで、製品の

GX価値の評価定着について政府、金融、企業で進め方の議論が行われた。経産省

は公共調達などでGX製品の市場を広げるとし、三井住友信託銀行は削減貢献量を

中長期的に成長する企業特定につながる重要指標の一つと捉え、サステナブル

ファイナンスにおけるGX製品の活用事例を積み上げ、金融界での機運を醸成した

いとした。企業からは GX製

品供給の例としてダイキン

工業や日立製作所などが紹

介された。 

また、 GXリーグでは 24年

5月“削減貢献量 -事業会社

による推奨開示仮想事例集-”（事例自体は実例で、削減貢献量は仮想の計算をし

た）を英語・日本語で公表した。典型的な 11事例を挙げ、世界で削減貢献量の考

え方を定着させ、GX製品市場を創出していく方向で動き出した。 【新井喜博】 

表  日本企業、団体によるGX製品・サービスの例  

（LCA日本ﾌｫｰﾗﾑｾﾐﾅｰ「GXﾘｰｸﾞと削減貢献」2024.6より） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/gx_product/20240326_report.html
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/%E5%89%8A%E6%B8%9B%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E9%87%8F-%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E6%8E%A8%E5%A5%A8%E9%96%8B%E7%A4%BA%E4%BB%AE%E6%83%B3%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86-_vf.pdf
https://gx-league.go.jp/aboutgxleague/document/%E5%89%8A%E6%B8%9B%E8%B2%A2%E7%8C%AE%E9%87%8F-%E4%BA%8B%E6%A5%AD%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E6%8E%A8%E5%A5%A8%E9%96%8B%E7%A4%BA%E4%BB%AE%E6%83%B3%E4%BA%8B%E4%BE%8B%E9%9B%86-_vf.pdf

